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令和６年度 研究推進の概要                

                         上越教育大学附属幼稚園 

 

１ 研究テーマ 

つながる保育（２年次）  ～ 園と園のつながりを広げ、深める ～ 

               

２ 研究テーマについて 
令和５年４月、「こどもまんなか社会」の実現を目的に、こども家庭庁が発足した。令和５年 12

月には「幼児期までの子どもの育ちにかかわる基本的なビジョン」が示され、子どもの豊かな育ち

にかかわる社会全体の認識を共有していく必要性がより強調されている。 

中央教育審議会「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について」では、「幼

児教育施設においては、複数の施設類型が存在し、それぞれが特色ある幼児教育を展開しているこ

とから、小学校との接続の基盤となる幼児教育施設間の横の連携強化に取り組むこと」の重要性が

示されている。園と園が施設類型を超えて連携することにより、幼児教育・保育の質にかかわる認

識を共有していくことが大切であり、その認識の共有が架け橋期のカリキュラム作成の基盤にもな

るということである。互いの園の文化に触れあいながら学び合うことにより、相互に保育の質を高

めていく関係性を構築していくことで、保育の質にかかわる認識を共有し、地域全体として、より

質の高い幼児教育・保育を目指していくことが大切である。 

そのような幼児教育を取り巻く状況の中、本園では令和５年度より新たな研究テーマを「つなが

る保育」と設定した。今後さらなる保育の質の向上を目指していくためには、保育観を共有してい

る職員との語り合いや保育の評価にとどまらず、園の垣根を越えて互いの保育について語り合うこ

とによって、保育観を耕していくことが必要であると捉えた。そこで、「子どもの豊かな育ちを支

えたいという思いの共有のもと、多様な考えにふれ合う中で保育を更新したり、交流するよさを実

感したりする関係性」を「つながり」と定義し、「つながり」の中で更新していく保育を「つなが

る保育」と呼ぶことにした。本園が他園とつながりをつくることで、本園の保育の質をさらに向上

させること、幼児教育・保育の質への理解を共に深めることを目指し、地域における国公立の園の

果たす役割について検討していくこととした。 

１年次の研究を終え、互いの園の思いを擦り合わせていく過程において、新たに「交流だより」

「公開カンファレンス」「合同研修」「合同保育」の交流のかたちが生まれ、園と園のつながりを

つくるためのしくみが見えてきた。これらの交流の取組を通して、新たな見方や考え方を得たり、

当たり前だと考えていたことを問い直したりして、保育観が耕されていく実感を得た。交流を通し

て、園と園の「つながり」は互いの保育観への共感によって生まれるのではないかと捉えた。ま

た、本園での交流が、他園の情報を得られる場として機能している実感もあり、本園がいわゆる幼

児教育・保育の「ハブ」のような役割を担えるのではないかという展望も見えてきた。 

一方で、継続的な「つながり」をつくることが課題となった。１年次の交流の中で、異なる文化

や価値観をもった園と園の「つながり」は簡単にできるものではないと実感した。互いの文化への

共感が生まれるためには、多様な見方や考え方を知り、絶えず保育を捉え直していくことが必要で

あると考えた。また、交流をする上で、交流時間の確保の難しさ、交流を行う職員のリソース不

足、交流をする職員の変更があったとしても、「つながり」を持続可能にしていくようなしくみが

必要であると考えた。 

そのために、1 年次研究の中で実施してきた「交流だより」「公開カンファレンス」「合同研修」
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「合同保育」が、どのように保育の捉え直しにつながっているのか、どのように交流するよさの実

感につながっているか、どのような交流がハブのような役割を担うのか、どのように持続可能な交

流をつくっていくかを検討していく必要性を感じている。継続して交流し、「つながり」を広げ、

深めていく中で、そのしくみを整えていきたいと考える。 

これらのことを踏まえ、２年次研究では、研究副題を「園と園のつながりを広げ、深める」と設

定した。１年次研究のなかでつくってきた「つながり」を基盤として、継続的に交流をすることに

よって園と園の「つながり」を広げ、深めることを目指し、そのしくみを整えていくこととした。 

 

３ 研究計画と研究の内容 
第１年次「園と園とのつながりをつくる」（令和５年度） 

・園と園との「つながり」をつくることを試みる中で、本園の保育を捉え直す。 

・園と園との「つながり」をつくるしくみを探る。 

第２年次「園と園とのつながりを広げ、深める」（令和６年度） 

・継続的な「つながり」の中で、より質の高い保育のあり方を考え、本園の保育を捉え直す。 

・園と園との「つながり」をつくるためのしくみを整える。 

第３年次（令和７年度） 

・園と園とのつながるしくみを確かなものにしながら、他校種とのつながりを試みる。 

 ・園と園との「つながり」をつくる役割を担う園の在り方について検討する。 

 

４ 研究方法（第２年次） 

 （１）交流の継続的な実践と検討 

１年次研究でつくってきた「交流だより」「公開カンファレンス」「合同研修」「合同保育」

の交流を継続的に行う。これらの交流を実施する中で、保育観の耕しにつながるような交流、つ

ながるよさを実感できる交流、ハブのような役割を担う交流、持続可能な交流になっているかと

いうことを視点に検討し、必要に応じて交流のかたちを更新していく。検討していく際、交流に

かかわる幼児のエピソード事例、カンファレンスの記録、交流の検討プロセスの記録、他園から

の交流後の感想を基に行う。 

 

（２）大学や研究協力園との連携 

①研究協力園との連携 

1 年次研究における研究協力園（以下、Ｒ５協力園）とは、継続した交流を行う。２年次研究

における研究協力園（以下、Ｒ６協力園）には、２年間の継続した交流の意味や価値について助

言を依頼する。Ｒ５研究協力園と交流をする際には、Ｒ６協力園以外の園にも呼びかけを行い、

交流に多くの園が携われるようにしていく。 

②大学との連携 

「つながり」をつくる過程で、大学との連携を行い、専門的な立場からの意見を依頼する。

「交流だより」における保育実践や交流への価値づけ、交流のもちかたについての助言、他園の

悩みや迷いに応じて大学教員からの指導を受ける機会の設定など、より質の高い保育の捉え直し

や、「つながり」を広げ、深めるための示唆を得る。 
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５ 研究の実際 

（１）交流の継続的な実践と検討 

 ① 交流の実際 

まずは、今年度の交流を実施していくにあたり、交流において大切にしたい心構えとして「園と

園とで一緒に交流を考え、つくっていく」ことを、全職員で共有した。 

２年次に実際に行った交流の全体像は、（図１）の通りである。以下、それぞれの交流の検討プ

ロセス、交流の実際、交流が子どもの育ちを支えた事例、実践と検討を行った本園職員の実感につ

いて述べていく。 

 

※Ｒ５協力園 Ａ園 Ｂ園 Ｃ園    Ｒ６協力園 Ｂ園 Ｋ園 Ｌ園 

（図１）２年次に実際に行った交流の全体像 

 

② オープンカンファレンス 

 Ⅰ オープンカンファレンスの検討プロセス 

１年次に実施した「公開カンファレンス」の参加者の事後アンケートの見直しを行い、「保育の

悩みを本音で語れてよかった」「保育を語る仲間が増えた感じがした」「参加していた他の園の情報

が聞けてよかった」「行事についてももっと話が聞きたい」「本園が身近に感じられた」という感想

から、今年度のカンファレンスの場をどうつく

っていくかを考えた。これらの参加者の声を受

け、「公開カンファレンス」を「さらに話しやす

い場」に、「さらに情報を得られる場」に更新し

ていこうと考えた。 

「さらに話しやすい場」にしたいと考えた背

景には、参加者と本音で語り合い、「つながり」

を深めたいという願いがあった。本園の保育観

や援助に対する考え方に共感してもらうだけで

はなく、時に批判的な意見や、迷いを赤裸々に

語ってもらうことができたら、多様な見方や考

え方に出会うことができ、本園の保育のさらな

る捉え直しにつながるのではないかと考えた。

そのために、参加者の思いや実態を知ることが大切であると考え、事前アンケート（図２）を行う

ことにした。このアンケートは、参加者が話したいこと、聞きたいことを簡単に記述する形式にな

（図２）事前アンケート 
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っている。また、悩みや迷いを気軽に話して

ほしいという願いを込め、会場にお菓子を置

く、話しやすい距離にいすを置く、カンファ

レンス終了後にフリートークの時間を設定す

るなど、環境の工夫も試みた（図３）。 

「さらに情報を得られる場」にしたいと考

えた背景には、本園を「ハブ」のようにし

て、本園と他園、そして他園同士の「つながり」が

広がってほしいという願いがあった。そこで、これ

までの交流で蓄積してきた「交流だより」をいつで

も閲覧できるように環境を設定した。また、他園の

行事を更新した軌跡を綴った動画を提供していただ

いたので、それをいつでも見てもらえるようにした

（図４）。 

カンファレンスの形式も更新していくことにした。１年次に実施した「公開カンファレンス」で

は、参加者に本園が評価の取組として行うカンファレンスを参観してもらい、聞いていた感想を語

ってもらうという形式で行っていた。２年次は、全員が語り合う仲間として、一緒に参加できるよ

うにしたいと考え、形式を更新した。具体的には、今自分が保育について語りたいことを、一人ず

つ語っていき、その中で語られた悩みや共通に出てきた話題を全員で語り合うような形式である。 

これらの検討プロセスを経て、より開かれた語り合いにしたいという思いを込めた名前に変更し

たいと考えた。「公開カンファレンス」を改め、「オープンカンファレンス」と呼ぶことにした。 

 

Ⅱ オープンカンファレンスの実際 

オープンカンファレンスの実際は、（表１）の通りである。オープ

ンカンファレンス（図５）では、最初から話題を設定していたわけで

はなく、参加者が語る保育の迷いや悩み、その日の公開保育での幼児

の姿を語ったことが基になり、語り合いの中で話題がつくられていっ

た。カンファレンスが終わった後に、１５分程度のフリートークの時

間を設定すると、その時間に参加者同士の語り合いが始まり、自然と

つながりが広がり、深まっていった印象を受けた。 

（表１） オープンカンファレンスの実際 

実施日 

参加者 
・話題になったこと ○感想 

5月 8日 

 

本園７名 

他園８名 

・幼保小の接続について。小学校側からの要望にどう対応するとよいのか。 

・主体的な保育を大切にしたいが、一斉保育が間違っていたわけではなく、経験と

して大事な部分もある。 

・集中して遊び込むこと、話を聞くことが、学習に対する集中力にもつながるので

はないか。設定する部分と、自由にする部分とのバランスが難しい。 

・子どもの「やりたい」という気持ちを広げられるような環境構成について知りた

い。 

・教師発信であっても、それが子どもの資源や力になっているかどうかが大切だろ

う。 

・日々の振り返りの中で共通理解を図ることが大切である。 

○理想とする保育の土台として、よりよい保育を考えていけると思った。 

○職員同士で思ったことを出し合い、話合いをしていくことが大事だと思う。 

5月 15日 

 

・「見守ること」は大切だが、言葉の表現の仕方など「人として大事なこと」は伝

えたい。そのバランスが難しい。 

（図３）環境の工夫 

（図４）交流だより・動画が閲覧できる環境 

（図５）カンファレンスの様子 
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本園７名 

他園６名 

・これまでは「こうさせなくては」という思いが強くあったが、子どもたちのこと

を受け止められるようになってきた。 

・対応に困ったときは、周りの子どもたちが代案を教えてくれることもある。 

・環境構成を整えてから、幼児が遊び始めるまでに時間がかかることもある。遊び

に関係あるものを置いておくようにしている。片付けも遊びになる。 

・「ごめんね」とはどういうことなのか、どんな時に使うのかを、みんなで共有す

るとよいのではないか。 

・切り替えがスムーズにいかず「主体性」を引き出すのは難しい。  

○「附属だからできるのでは…」と思っていたが、実際に参観してみて、自分たち

の園でもできるのではないかと思った。 

6月 12日 

 

本園７名 

他園５名 

 

・その日の保育でうれしかったことや、運動会に向けての「ダンス」や「玉入れ」

の様子について。 

・片付けの時間がたっぷりとってあり、一人一人に声をかけている。子どもたちの

気持ちを聞きながら、気持ちを向けている。そうすると、次の活動への切り替え

ができるのではないか。 

・職員がいなくても、子どもたち同士で遊べるようにするにはどうしたらよいか。 

・子どもの発想が大人の発想を超えている。子どもたちに聞いてみることも大切。 

・自分が思ったことを伝え、言ったことが叶うという経験を積むことが大切なので

はないか。子どもたちの願いと、こちらの考えを擦り合わせていくこと（交渉）

が大切だと感じる。 

・遊びが長く続くためにしていることについて。 

○自分ができること、取り入れられることを行い、子どもたちが楽しく過ごせるよ

うにしたい。 

○自分でやってみることで分かることがある。あまり口を出さずに、見守ることの

大切さが分かった。 

7月 10日 

 

本園６名 

他園７名 

・子どもたちが「泡風呂」をつくりたいと言った。砂場に石けんを入れるのは躊躇

したが、どうするとよかったのか。 

・ホースの水を使って、高いところの虫を捕りたい子どもたち。楽しそうだが、人

や靴にもかかるため、どう声をかけようか迷った。 

・生活で経験したことが遊びにつながっている実感。 

・高くまでブロックを積みたくて「先生やって」と言われた時、どこまで手伝うと

よいのか。 

・なかなか保育室に戻れない幼児に対して、「（保育室に）もっと早く来てくれた

らよかったのに」と言うこともあったが、「帰ってきてくれてうれしい」と受け

止めるようにした。 

・コンサートを開きたいという子どもの思いを、みんなで支える職員のチームワー

ク、一人一人に対応する姿が素晴らしい。 

・全員で話題を共有する。みんなが同じ方向を向いていなくてはよい保育はできな

い。 

○保育士同士の環境は大事で、どうすればよいか悩みながら過ごしていた。附属の

先生たちのように、話合いをする中で思いが伝わるとよいと思った。 

○どの場所を見ても、子どもたちがわくわくしている。慌ただしい時間に始まるコ

ンサートをみんなが待っていてる姿を見た。子どもたちが達成感を味わえるよう

に、明日からもっと「待とう」と思った。今何が大事なのかを考えたい。 

8月 6日 

 

本園３名 

他園５名 

小学校１名 

・判断に困る時の対応について。 

・「この子はこうしたい」という思いに気付き、否定をしないことが大切。 

・大人が「こんなことを？」と思うようなことでも、子どもがやってみたいという

ことを実現できるようにしたい。生活の中にも環境構成をすることが大切。 

・子どもの生活に近い遊びはわくわくする。子どもの気持ちを大切にする活動をし

たい。 

・子どもたちが主役である。「なぜ座らない」を「なぜ立っているのか」と捉え、

その子なりの理由をそれぞれ考えていきたい。 

・小学校と園とのつながりについて。小学校を見据えると「主体的」というのはな

かなか難しい。 
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○どんな内容について話すのかどきどきしていた。園長先生、１年目の先生、小学

校の先生、小学校から幼稚園に来た先生、いろいろな立場の人たちがこんなに集

まる機会はめったにない。お菓子があって心がほぐれた。「この子はどうしてあ

げるとよいのだろう」と、子どものことを考えながら話す時間は素晴らしい。 

○他の園とこのように話をする機会がなかなかなかった。みんな同じような悩みを

抱えていることが分かった。自由保育・自由遊びを広げていこうと職員に話をし

たばかりなので、全てまねできるわけではないが、方向性をもって援助していき

たい。少しずつでも楽しい保育ができるようにしたい。 

○違った視点からの話をたくさん聞くことができた。子どもたちが興味関心をもつ

こと、気付きを保育の中でどう取り入れるか参考になった。機会があれば公開保

育も参加したい。 

○いろいろな先生方から話が聞けてよい機会だった。子どもたちを否定してしまう

と、気持ちを表すことができなくなってしまうため、したいことを保育者が受け

止めることが大切だと感じた。 

○「語り合う」ことは大切。一人の考えは限界があるが、語り合うことでみんなが

豊かになる。いろいろな方の視点を学んだ。今まで、大人が決めていることが多

かったが、少しずつ子どもに任せていきたい。 

○自分の思い通りにさせたくなるのは、時間にゆとりがない時である。子どものあ

りのままを受け止めたい。もう一度落ち着いて考えよう、自分の目や心をもう一

度リセットしようと思った。 

オープンカンファレンスは、５月から９月までに５回実施し、計３２名の参加があった。実施日

や内容については、（図６）のようなチラシを作成し、市内外の園に広報を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図６）カンファレンスへの参加を呼びかけるチラシ 

 

Ⅲ オープンカンファレンスによる「つながり」が子どもを支えた事例 

 オープンカンファレンスを「より話しやすい場」「より情報を得られる場」へと更新していったこ

とが、本園の保育にどうつながっているのかを、幼児の姿とそれを支える教師の姿から、エピソード

事例として紡いでいくことで捉えていきたいと考えた。以下にそのエピソード事例を示す。 
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【３歳クラスの事例】 

４月、３歳クラスでは、帰りの集まりの時には、幼児の机を保育室に並べ、いすに座って担任

の話を聞けるように環境構成をしている。５月になると、例年、机といすを出さないようにし、

床に座るようにしていた。３歳クラス担任は、５月になったので、例年通り、帰りの集まりの時

には、机を出さないようにし、床に座って担任の話を聞けるようにしようとした。しかし、机や

いすをなくすと、Ａ児がなかなか落ち着かなくなり、どうすればよいか悩んでいた。３歳クラス

の担任は、５月８日のオープンカンファレンスの際に他園の先生に、この悩みを打ち明けてみる

ことにした。すると、「子どもが違うのだから、例年と違うかたちでもよいのでは」と意見をも

らった。３歳クラス担任は、例年通りの子どもの育ちばかりを思い描いていた自分の姿を自覚

し、目の前の子どもの今の育ちにもっと目を向けようと、捉え直した。 

そこで、Ａ児が落ち着いて過ごせる姿を思い描きながら、翌日の帰りの集まりから、４月と同

じかたちに戻し、机を出してみることにした。すると、保育室を走っていたＡ児が、自分の席に

座って担任の読み聞かせを待っている姿があった。Ａ児にとって机がある

ことは、今何をするのかが視覚的に分かりやすく、安心して過ごすことに

つながっているのではないかと捉えた。Ａ児だけではなく、他の幼児も落

ち着いて過ごす姿にもつながった。 

３歳クラス担任は、オープンカンファレンスがより他園の先生方と話し

やすい場になったことが、さらなる保育の捉え直しにつながったのではな

いかと考えた。今後も、前例にはとらわれず、目の前の子どもの姿を大切

にした保育をしていこうと捉え直した。 

【５歳クラスの事例】 

５歳クラス担任は、４月から、子どもたちの遊びや、今の楽しみに合わせて、毎週２０冊、図

書館で借りた本を本棚に並べ、環境構成を行っていた。５月、「土の色ってどんな色」という本

を手に取った５歳クラスの B 児は、「幼稚園の土を全種類集めたい」という思いをもった。B 児

は、ふるいを使って目の細かい土をつくり、それをセクションケースの中に土の種類ごとに収め

ていった。B 児は１週間以上、毎日のように園庭を駆け巡り、土集めをしていた。 

ある雨の日、新たな土を求めて園庭を歩いていると、粘土質の土がぬかるんでいることに気が

付いた。B 児はそれを手に取り、「いいこと考えた、これで粘土がつくれるかもしれない」と言

って、手でこね始めた。それがきっかけとなって、粘土質の土でお皿やマスコットをつくる遊び

が始まった。B 児は、水と土のちょうどよい塩梅の配合を試行錯誤しながら、２週間くらいの時

間をかけてお皿を完成させた。すると、B 児と一緒にお皿をつくっていた C 児が、「これ焼きた

い」と話した。B 児は「それいいね！」と言って、今度は土でつくったお皿を焼く「かまどづく

り」をはじめようとした。５歳クラス担任は、かまどをつくることなんて、想定もしていなかっ

たので一瞬戸惑ったが、もしかしたら B 児は本当に焼き物を焼けるかまどをつくるのではないか

と、B 児たちをわくわくする気持ちで見守ることにした。 

B 児は１週間かけて友達と一緒に園庭の隅にあったレンガを積んでい

き、バーベキュー遊びに使う金網を上に敷いて、かまどを完成させた。

そして、安全にかまどに火をつけるまでに１週間かけて準備を行った。

B 児はかまどでお皿を焼くことを、ついに実現した。焼いて真っ黒に焦

げたお皿を嬉しそうに抱え、母親に笑顔で見せていた姿は、今でも鮮明

に思い出せるほど輝いていた。 

５歳クラス担任は、この B 児の姿をオープンカンファレンスで語っ

た。他園の先生方に語ることによって、身近にある土という材の奥深さや可能性、そして、自分

自身が「想定外」を楽しみながら遊びを一緒につくっていくことの大切さを自覚した。 

後日、カンファレンスに参加した他園の先生方から感想が寄せられた。「早速、園庭の土を掘

り始めました。私たち保育士も子どもも今土集めに夢中です」「環境が整った附属幼稚園だから

できることだと思っていましたが、どの園にも土はあるから、近々私もやってみたいと思いまし

た」と保育の中で実践したことや、明日の保育が楽しみになったことを聞くことができた。 

オープンカンファレンスは、５歳クラス担任にとって、自分のしてきた保育の意味や価値を自

覚することができるような場となった。また、他園の先生方にとっては、土の遊びに対する新た

な見方や考え方を得る場として機能したのではないかと捉えた。５歳クラス担任は、自分のして

きた保育を、子どものストーリーから語り、「実感を伴う言葉」として発信していくことは、ハ

ブのような役割を担う園にとって、大切なことではないかと捉えた。 
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Ⅳ オープンカンファレンスの継続的な実践と検討を行った、本園職員の実感 

  ３歳クラス担任は、エピソード事例を記録していく過程で、「オープンカンファレンスで他園の

先生方に日頃の悩みを話すことができ、アドバイスをいただけたのはありがたかった」と振り返っ

た。大切なのは、前例にはとらわれず、目の前の子どもの実態、思いや願いを読み取って支えてい

くことであると思いを新たにし、自分の保育に自信をもつことにもつながったのではないかと自覚

した。また、「名刺交換している方もいて、先生方同士もつながっていくよい雰囲気を感じた」

「参加された先生方が和やかにお話してくださっていてうれしかった」と、カンファレンスの雰囲

気がよかったのではないかと振り返った。そのような雰囲気であったからこそ、自分の悩みや迷い

を語れたのではないかと考えた。 

  ５歳クラス担任は、事例を記録していく過程で、カンファレンスという場が、自分の保育を捉え

直していく場として機能していることに改めて気付いた。保育者が悩み、迷った過程も含めて、子

どもの姿を基に、実感の伴う言葉で語っていくことの大切さを実感した。また、保育は待ったなし

の営みであり、迷いや悩みはつきものであると捉えている。同じように悩みや迷いを抱えている

「仲間」が集まり、互いに学び合って明日の保育が楽しくなるような、安心感や期待感をもてる場

になっているのではないかと考えた。 

５回のオープンカンファレンスを終えた後、本園職員で８月までのカンファレンスについて改め

て振り返ってみた。昨年度のカンファレンスと比較して、参加者が本音で語り合う姿が見られたの

ではないかと共有した。これまでに、「附属園だからできることなのではないか」という意見をも

らうことがあり、本園と他園でどこか距離が遠い存在であると感じることが少なからずあった。し

かし、オープンカンファレンスでは、悩みを赤裸々に語る姿、疑問に思ったことを本音で語る姿も

見られるようになり、一緒に保育を考える「仲間」が増えたような実感があった。カンファレンス

の最初の自己紹介の時に、「○○園の先生に勧められて参加しました」と、参加したきっかけを語

る参加者の姿から、本園での語り合いが広まっているのではないかという実感もあった。 

また、オープンカンファレンスの前日に「明日行ってもいいですか」という連絡をもらうことが

あった。また、当日に「急ですが都合がついたので来ました」という参加者もいた。これは、オー

プンカンファレンスが誰もが気軽に参加できる場になってきている証ではないかと捉えている。カ

ンファレンスの情報が共有できるようなツールを検討したり、気軽に来られるような園の体制を整

えたりすることで、さらに継続的で持続可能な「つながり」をつくっていくことになるのではない

かと考える。また、カンファレンスに来た参加者と気軽につながり続けられるような工夫がない

か、さらに探っていきたい。 

  本園の職員が、自分がした援助は本当によかったのかという悩みをオープンカンファレンスで語

ると、他園の職員がそれに対して意味付けや助言を行う場面も少なくなかった。これにより、自信

をもって明日の保育に臨むことができたのではないかと実感した。そして、自分のしてきた保育

を、子どものストーリーとして紡ぎ、実感を伴う言葉として語ることは、ハブのような役割を担う

園にとって、大切なことではないかと捉えた。 

   

 

③ お出かけカンファレンス 

Ⅰ お出かけカンファレンスの検討プロセス 

１年次に実施した「公開カンファレンス」の感想の記述の中に、「次はうちの園の子どもたちを

見に来てもらいたい」「カンファレンスに参加したいけど、なかなか園を空けられない」という要

望や意見が多かった。そこで、本園の職員が他園に出向くことで、さらに多くの先生方と語り合う

ことができ、「つながり」が広がり、深まるのではないかと考えた。本園職員を気軽に呼んでカン

ファレンスをしてほしいという願いを込めて、他園に出向いて行うカンファレンスを「お出かけカ
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ンファレンス」と呼ぶことにし、新たな取り組みとして実施することとした。 

また、お出かけ先の園の保育や、その背景にある文化を少しでも理解したいという思いがあった。

そのため、お出かけカンファレンスの当日は、午前中に保育を参観し、午後のカンファレンスの時

に、午前中の保育や、そこで捉えた幼児の姿を話題の一つにしていくような形式を基本とし、日程

調整や準備を行っていくこととした。 

 

Ⅱ お出かけカンファレンスの実際 

「お出かけカンファレンス」の実際は、（表２）の通りである。ま

た、お出かけカンファレンスは、（図６）のチラシを活用し、実施を

市内外の園に知らせた。お出かけカンファレンスの申し込みがあった

際には、お出かけ先の園にどのような願いがあり申し込みをしたの

か、そのきっかけを聞くようにしてきた。その願いに合わせて、本園

の保育実践を紹介する、カンファレンスの話題を設定するなど、カン

ファレンスの進め方を考えてきた。午前中に捉えた保育の様子を、撮

影した写真を使って、カンファレンスの際に簡単なプレゼンテーショ

ンとして示し、お出かけ先の園の保育のよさや魅力について共有して

きた。 

また、お出かけ先が遠方の場合は、お出かけ先の園に行く職員と、本園に残ってリモート参加す

る職員とで分かれ、職員全員でカンファレンスに参加できるようにした（図７）。 

（表２）お出かけカンファレンスの実際 

実施日 

参加人数 

他園からの願いや依頼 / 本園が取り組んだこと／ 

カンファレンスの様子 / その後の感想 

5月 29 日 

 

本園６名 

Ｇ園 7 名 

〈他園からの願いや依頼〉 

附属幼稚園のような保育の振り返りがしたい。 

 

〈願いを受けて、本園が取り組んだこと〉 

 午前中、本園職員１名が保育の参観に出向き、参観した際の子どもの姿を写真で

撮影した。その写真をもとに、子どもの姿や育ち、保育者の援助についての気付き

をプレゼンテーション資料にまとめた。 

 

〈カンファレンスの様子〉 

本園職員が作成したプレゼンテーション資料を使いながら、カンファレンス参加

者全体に共有した。それを皮切りに、Ｇ園の職員がその日の保育の様子や普段の保

育での悩みや迷いについて一人ずつ語った。 

 ・環境構成をどうしていくかについて 

・気になる子どもをどう支えていくかについて 

・５月の初旬に送付した交流だよりについて 

 

〈その後の感想〉 

Ｇ園の４歳クラス担任は、「交流だよりを読んでから、幼児の発見や感動を共有

していくことが楽しくなった」と語った。また、Ｇ園５歳クラス担任からは、６月

のオープンカンファレンスに参加したときに次のような感想をいただいた。「お出

かけカンファレンスの時に話題になった『遊びをくらし全体で捉えていく』という

言葉が印象に残っている。遊びで盛り上がったものにかかわる絵本を読み聞かせた

り、帰りに話題にしたりしたら、遊びがさらに盛り上がりました。」 

6月 26 日 

 

本園 8 名 

※対面２名 

〈他園からの願いや依頼〉 

園の立ち上げに際して、子ども主体の保育について学びたい。附属幼稚園での遊

びの様子を紹介してほしい。 

 

（図７）リモートで行った 
お出かけカンファレンス 
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オンライン

6名 

Ｈ園 10 名 

〈願いを受けて、本園が取り組んだこと〉 

 午前中、本園職員１名が保育の参観に出向き、参観した際の子どもの姿を写真で

撮影した。その写真をもとに、子どもの姿や育ち、保育者の援助についての気付き

を語れるように準備した。また、事前に本園の遊びの様子が分かるような写真を各

クラスごとに準備し、遊びのエピソードを紹介できるようにした。後日、「交流だ

より」を作成し、Ｈ園に送付した。 

 

〈カンファレンスの様子〉 

本園での遊びの様子を各クラス担任が紹介した後、その日のＨ園の保育を参観し

た職員が、参観での気付きを写真を見ながら話をした。カンファレンスでは、日頃

の先生方の悩みや迷いが語られ、それについて話し合った。 

・遊びの中で子どもの姿を見守るべきか、声をかけるべきか迷う場面がよくある。  

そのバランスについて。 

・製作活動の際、できない幼児への言葉かけや援助について 

・水に濡れて、ペンが使えなくなる経験を今後にどうつなげていくかについて 

・子ども主体と考えたときに、どんなところに気をつけて言葉をかけていくかにつ

いて 

 

〈その後の感想〉 

 職員の子どもの見方が変わってきた。保育所保育指針を開いて、保育について考

える職員が増えてきた。 

7月 17 日 

 

本園３名 

Ｉ園４名 

〈他園からの願いや依頼〉 

保育の評価のしかたを学びたい。子ども主体の保育を一緒に考えてほしい。 

 

〈願いを受けて、本園が取り組んだこと〉 

 本園職員３名が保育の参観に出向き、参観した際の子どもの姿を写真で撮影し

た。その写真をもとに、子どもの姿や育ち、保育者の援助についての気付きをその

場でパワーポイント資料にまとめた。 

 

〈カンファレンスの様子〉 

本園職員が参観での気付きをプレゼンテーション資料を使いながら、語った。そ

の後、Ｉ園の先生方から日頃悩んでいることや、困っていることなどが語られ、そ

れについて話し合った。 

 ・担任と補助の先生との連携について 

 ・一人で対応することが難しい場合について 

 ・異年齢保育をする上での悩みについて 

 ・年長児への憧れにどうもっていくかについて 

 

〈その後の感想〉 

Ｉ園からは、「それぞれの先生方の思いを聞く機会になってよかった。今日の話

をきっかけに、園としての体制を見直していきたい」と感想をいただいた。また、

その後も 8月のカンファレンスにＩ園職員が 3名参加してくださったり、2回目の

お出かけカンファレンスの申し込みをいただいたり、継続的な交流が続いている。 

8月 1日 

 

本園５名 

Ｊ園 10 名 

〈他園からの願いや依頼〉 

園での遊びの環境を問い直したい。 

 

〈願いを受けて、本園が取り組んだこと〉 

 本園職員５名が保育の参観に出向き、参観した際の子どもの姿を写真で撮影し

た。その写真をもとに、子どもの姿や育ち、保育者の援助についての気付きをプレ

ゼンテーション資料にまとめた。 
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〈カンファレンスの様子〉  

その日の保育について、本園職員３名がそれぞれ参観での気付きをパワーポイン

ト資料をもとに語った。その後、Ｊ園の先生方がその日の保育や普段考えているこ

とについて一人ずつ話をした。 

・やっぱり「遊びが大事」ということに気付いた 

・幼児のやりたい思いがちがっているとき、どのように援助していけばよい 

のか 

・安全面が優先されすぎて、そのことばかりに目が向いてしまう 

・生活が中心になっていることに気付いた 

・「年長だから…」という思いが強く、子どもの声を聞いていなかったのかなと

考えた 

 

〈その後の感想〉 

 お出かけカンファレンス後、次のような内容のメールをいただいた。「この日の

カンファレンスで、みんなで同じ方向を向けた気がする。みんなで保育を話し合う

ことも初めてで、語り合う中で、他の先生の悩みを聞いたり、課題が見えたりした

のもこのカンファレンスのおかげ。自分の保育に自信がもてずにいたが、この日の

カンファレンスで肯定されたことで安心した職員がいた。子どもの遊びの捉え方、

附属の職員の思いを聞くことができて、勉強になった。上越市全園がお出かけカン

ファレンスするべきです！」 

8月 2日 

 

本園５名 

Ｂ園 13 名 

〈他園からの願いや依頼〉 

普段なかなか研修に行けない職員の学びの機会をつくりたい。 

 

〈願いを受けて、本園が取り組んだこと〉 

本園職員５名が保育の参観に出向き、参観した際の子どもの姿を写真で撮影し

た。その写真をもとに、子どもの姿や育ち、保育者の援助についての気付きをプレ

ゼンテーション資料にまとめた。 

 

〈カンファレンスの様子〉 

その日の保育について、参観した本園職員５名が参観での気付きをプレゼンテー

ション資料をもとに語った。その後、２つのグループに分かれてカンファレンスを

行った。 

 ・幼児が自分の思いを表現するためにどのように援助していくのがよいのかにつ   

いて 

・職員の連携について 

・子どもと同じ目線で楽しむことを大事にしていることについて 

 

〈その後の感想〉 

お出かけカンファレンス後、次のような内容のメールをいただいた。「数時間の

参観だったが、自分の園の遊びの一コマを見ることで『こんなことあるな』と共有

できた。声を出し、はつらつと研修できた。『プール遊び』の中でもいろいろな気

付きがあり、それを伝えてくれたのはとても勉強になった。研修の後、『楽しかっ

た』『モチベーションが上がった』等、１時間ちょっとのカンファレンスとは思え

ないほど、職員の気持ちが揺り動かされた内容だった。」 

 

Ⅲ お出かけカンファレンスによる「つながり」が子どもを支えた事例 

お出かけ先の幼児の姿を読み取り、それを基にして語り合うことが、本園の保育の捉え直しだけ

でなく、お出かけ先の園の保育の捉え直しにまでつなげることができれば、お出かけカンファレン

スを実施する意味や価値をより感じられるのではないかと考えた。お出かけ先の園と本園の両方の

園の保育の捉え直しにつながった事例を以下に示す。 
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【３歳クラスの事例】 

お出かけカンファレンスでＨ園を参観した際、４歳クラスのＤ児はビニールテープでカップ

をくっつけたいという思いをもっていた。Ｄ児は、「これで、くっつけたいんだよ。先生、

やって」と参観者である本園３歳クラス担任に頼みに来た。「私はどうやったらいいか、

分からないんだ」と伝え、しばらくやりとりをしていると、Ｄ児の目の前で他の幼児がビ

ニールテープを自分で切って使い始めた。そして、ビニールテープを使い終わると、それ

をテーブルに置いた。本園３歳クラス担任は、ビニールテープの先が芯から離れている状

態でテーブルに置かれていることに気付き、Ｄ児に伝わるように、「あっ」と言ってその

ビニールテープを指さした。Ｄ児はそれに気付き、そのビニールテープを手に取ると、う

れしそうに自分でハサミを持ってきて、ビニールテープを切って、貼り付けた。次に、も

う１枚貼り付けようとしたとき、テープの先が芯にぴったりと張り付いていた。しかし、

Ｄ児は、自分でテープをじっくり見て、手で触り、テープの先を探しているようだった。

ついさっきまで「先生、やって」と言っていたＤ児だったが、自分で切った経験が自信に

なったのか、今度は自分でテープの先を探し、自分で切って、貼り付けていた。その時の

Ｄ児は「できた！」ととてもうれしそうだった。 

このＤ児の姿を午後のカンファレンスでＨ園の先生方や本園職員と共有した。その中

で、やはり「子どもは自分で育つ力をもつ存在」であり、その力を信じることが大切だと

いうことが話題になった。このような自分でがんばる姿は、Ｈ園の先生方の日々の積み重

ねがあったからだと感じ、これまで保育者が、幼児の実態に合わせて見守りながら、「少

しがんばれば自分の力でできる」という経験を積み重ねてきたからではないかと捉えた。 

このお出かけカンファレンスでは、幼児が「自分でがんばる姿」を見ることができた。

その姿は、「少しがんばったら自分でできた」という経験の積み重ねによるものだと捉え

た本園３歳クラス担任は、自分も保育の中でそんな瞬間を見逃さないようにしていこうと

気持ちを新たにした。そんなある日、３歳クラスのＥ児が「捕まえたバッタを紙コップに

入れたい」という思いをもち、紙コップに入れた場面があった。バッタを紙コップに入れ

るが、バッタが跳ねて紙コップから飛び出していく。それを見ていたＦ児は「ふたをすれ

ばいいんだよ」と提案する。Ｆ児はさらに「テープがあれば、ふたができるよ」と言っ

た。これまで３歳クラスでは、遊びの時間に紙コップやセロハンテープを提供したことは

なかったが、この経験が「自分でがんばる姿」につながるのではないかと考え、提供する

ことにした。二人は、これまであまりセロハンテープを使った経験がなかったためか、な

かなかうまくいかない。３歳クラス担任はそれを見て、手を貸したくなりながらも、「自

分でがんばる姿」を大切にしたいと考え、「すごいね。もうすこしだね」などとそのがん

ばりを称賛する声かけを続けた。すると、「こうしたらいいんじゃない？」などと自分た

ちでかかわりながら、ふたをつくる姿につながった。長い時間、黙々とつくり続けた二人

は、「やった！できた！」とうれしそうに紙コップを見せてくれた。その日、Ｆ児は遊び

の時間中、ずっとその紙コップを持ちながら遊んでいた。そして、帰りには迎えに来た母

親にその紙コップを自慢げに見せ、「これ、自分でつくったんだよ」と伝えた。３歳クラ

スでは、例年虫かごを用意していない。今回のように、「自分で捕まえた大切な虫を逃げ

ないように入れ物に入れたい」という思いから、工夫する姿につなげたいという意図があ

ったのだと、この出来事から改めて感じた。そして教師がその瞬間を見逃さず、少しのき

っかけをつくることで、「自分でがんばる姿」につながるのだと改めて実感することがで

きた。 

 

Ⅳ お出かけカンファレンスの継続的な実践と検討を行った、本園職員の実感 

今年度、本園での勤務１年目の４歳クラス担任は、お出かけカンファレンスの後、「自身の子ど

もたちの見方や捉え方はよいのか」と迷いを語った。これは、３歳クラス担任、５歳クラス担任も

同じであった。違う文化をもつ他園の保育をどう見て、どう語るのか、迷いの中で取り組んできた

ことを振り返った。しかしながら、繰り返し「お出かけ」をしていく中で、３歳クラス担任は、

「まだまだではあるが…子どものみる目、保育をみる目が耕されてきた感じがする」と、自身の変
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容を自覚した。これは４・５歳クラス担任も同様である。お出かけカンファレンスを振り返ると、

迷いながらも、多様な園の幼児を捉えてきたことによって、幼児を読み取る目が耕されているので

はないかという実感があった。お出かけ先の園とは、交流が続いている。そのため、お出かけ先で

捉えた子どもの、その後の育ちを聞くことも、本園職員の楽しみの一つになっていることを実感し

ている。 

また、３歳クラス担任は、「カンファレンスの後半、他園の先生が『明日からまたがんばろう』

と保育に前向きになる様子が見られてうれしかった」と振り返った。お出かけ先の先生方の前向き

さにもつながっていることから、「つながり」の広がりや深まりを実感した。 

  今後、お出かけカンファレンスを行うことが、本園の保育の捉え直しにどのようにつながったの

かについて、さらに検討していく必要性を感じている。また、お出かけカンファレンスを持続可能

なものにしていくために、主に夏季休業日に設定するなど、本園の保育時間になるべく重ならない

ような時期を検討していきたいと考える。 

 

④交流だより  

Ⅰ 交流だよりの検討プロセス 

交流だよりは、（図８）のように「交流を通して感じ

たこと」「交流を通して保育を捉え直し、本園で実践し

たこと」「大学の先生からの意味付け」を書いて、交流

した園とやり取りをするツールとして活用してきた。ま

た、交流だよりを送付した園には、コメントや感想を依

頼し、次の交流につなげてきた。１年次には、14枚の交

流だよりを書き、蓄積してきた。２年次では、園内外の

誰もがすぐに手に取れる環境を整えるなど、交流の情報

を共有、発信していくツールとしても活用していけるよ

うにしようと検討した。 

 

Ⅱ 交流だよりの実際 

オープンカンファレンスを行う会場に、交流だよりを並べておき、休憩時間や移動時間に誰もが

手に取って見られるように環境を構成した。会場では多くの参加者が手に取り、閲覧している様子

が見られた。２年次は、４月から９月までに計６枚の交流だよりを書き、やりとりを行った。また、

本園職員も、交流だよりを閲覧可能なかたちに整えていく過程で、全ての交流だよりの読み直しを

行い、どのように保育を捉え直してきたのか、大学の先生がどのように本園の保育を意味付けてき

たのかを振り返った。 

 

Ⅲ 交流だよりによる「つながり」が子どもを支えた事例 

交流だよりを他園とやり取りするツール、情報を共有するツールとして活用してきたことが、本

園の保育にどうつながっているのかを、幼児の姿とそれを支える教師の姿から、エピソード事例と

して紡いでいくことで捉えていきたいと考えた。以下にそのエピソード事例を示す。 

 

【３歳クラスの事例】 

６月のある日、３歳クラスＧ児は、遊びの時にかぶっていた自分の帽子を水の入ったバケツの

中に入れていた。そして、その帽子をうれしそうに手に取り、アスファルトの地面にたたきつけ

るように投げた。Ｇ児は笑いながら、投げて拾うことを繰り返していた。 

この姿を見た３歳クラスの担任は、昨年度 B 園と合同研修をした職員が、その時の気付きを書

いた「交流だより」が頭に浮んだ。これまで遊びと捉えていなかった洗濯を遊びと捉えるように

（図８）交流だより 
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なったこと、大人が止めたくなるようなことでもその子が本当にしたいことは何なのかを読み取

ることの大切さが書かれていたことを思い出したのである。３歳クラス担任は、Ｇ児が帽子を投

げているとき、一瞬止めようかということも頭をよぎった。しかし、水を含んだ帽子の重さやそ

れを投げた時のバシャっという音、そして、その感触が今のＧ児の楽しみなのではないかと読み

取り、「おもしろいことやってるねー」と言いながら、一緒にその様子を楽しむことにした。 

しばらく繰り返すうちに、帽子は土の上に落ち、たくさんの砂が付いた。Ｇ児は、その帽子を

バケツの中に入れた。Ｇ児はすぐにバケツから帽子を持ち上げると、

「きれいになった！」と嬉しそうに３歳クラス担任に伝えた。その後

も、Ｇ児は、帽子に砂をつけてはバケツできれいにし、また土の上に投

げて、繰り返し楽しんでいた。３歳クラス担任は、もし、Ｇ児が明日も

この遊びを続けたとき、さらに夢中になれるように、環境構成として汚

れの分かりやすい白い布巾を水盤の近くに置いておくこと、必要に応じ

て物干しを出せるようにしておくことにした。翌日からＧ児は、洗濯物

を物干しに干したり、自分の服を洗濯したりして遊びを存分に楽しんで

いた。Ｇ児の洗濯遊びは２週間にわたって続いた。Ｇ児を見守り、支えてきた３歳クラス担任

は、「何におもしろさを見出しているのかを読み取り続け、環境構成をし続けていくことの大切

さ」「子どもと一緒に心を動かし、遊びを楽しむ存在であることの大切さ」を改めて実感した。 

３歳クラス担任は、交流だよりによって、交流での気付きを園内でも共有できたからこそ、Ｇ

児のことを肯定的に読み取れたのではないかと考えた。１年次からの継続した「つながり」の中

で、自身の保育を捉え直していることを自覚した。 

【５歳クラスの事例】 

４月、５歳クラス担任は、片付けの時間の最後の見回り「うみ組パトロール」を通して、５歳

クラス児が幼稚園のリーダーのようになってほしいと願っていた。しかし、どうしたらリーダー

としての自覚につながるのか、試行錯誤していた。 

同じタイミングで、５歳クラス担任は、５月末にお出かけカンファレンスに行く予定の G 園の

参観に行った。G 園の５歳クラス児は、友達と会話をしながら夢中になって料理づくりをしてい

た。G 園の５歳クラス担当の職員は、料理を食べるお客になり、幼児の感動を共有していた。片

付けの時間になると、料理づくりをしていた幼児は、料理が入ったボウルを４人で持ち、「わっ

しょいわっしょい」と言いながら、まるでおみこしを運ぶかのように、生き生きと片付けをして

いた。その姿は、幼稚園のリーダーとしての自覚が芽生えている姿なのではないかと読み取っ

た。 

本園に戻った５歳クラス担任は、交流だよりを書きながら、幼稚園のリーダーのようになって

ほしいという思いが先行し過ぎて、焦っている自分の姿を自覚した。G 園の５歳クラス児のよう

に、遊びが充実することが、幼稚園のリーダーとしての頑張りにつながるのではないかと考え、

その方向性を副担任と確認した。 

５歳クラスＨ児は、片付けの時間になっても「うみ組パトロール」には目が向かない日が続い

ていた。５歳クラス担任は、G 園での気付きを思い出し、Ｈ児の遊びは本当に充実しているのか

を、まず読み取っていくことにした。ある日、Ｈ児は、テラスで料理づくりをしていた。Ｈ児

は、肉に見立てた赤土をちょうどよい固さになるまで、何度も練り直し、肉ができると、今度

は、バーベキューの網の上に油に見立てたボトルの水をかけた。肉を網の上に置き、しゃもじで

優しく裏返し、水のボトルを「たれ」に見立て、肉にかけていた。その後、肉を葉っぱにくる

み、「ハンバーガー」を完成させた。５歳クラス担任は、Ｈ児が料理の工程にこれほどまでにこ

だわって料理をしていたことを初めて知り、心が動いた。Ｈ児は５歳クラス担任に輝くような表

情で、このハンバーガーをくれた。５歳クラス担任は、Ｈ児に感動を伝えた後、Ｈ児の遊びの充

実を願って、もらった「ハンバーガー」を手に持ちながら園庭を歩くことにした。 

すると、４歳クラス副担任が、この「ハンバーガー」を見て同じよ

うに心を動かし、Ｈ児のところへ行った。そこには、他の幼児もたく

さん集まってきた。このときのＨ児の表情は、自信に満ち溢れてい

た。５歳クラス副担任も同じように心を動かし、Ｈ児との会話の中で

お店屋さんにしたいという思いを読み取り、お店の看板づくりを支え

た。この時もやはり、Ｈ児は自信に満ちた表情だった。 

Ｈ児の土を使った料理づくりは１週間続いた。５月、ある日の片付

けの時間、Ｈ児は「Ｉちゃん、もう片付けてパトロール行こう。だっ

て、うちら、うみ組なんだから」とＨ児に話していた。この言葉を聞
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いたとき、５歳クラス担任は、Ｈ児の遊びが充実し、多くの先生や友達に認めてもらったこと

が、もしかしたら幼稚園のリーダーとして頑張りたいという思いを高めたのではないかと捉えま

した。その後、Ｈ児はつくった料理をふるまうレストランを開いた。年下の幼児がお客さんとし

て来たときにも、優しく接する姿からも、自信を高めている様子がうかがえた。G 園との交流だ

よりのやりとりを通して、多様な見方や考え方に出会い、保育を捉え直していくことにつながっ

た。 

 

Ⅳ 交流だよりの継続的な実践と検討を行った、本園職員の実感 

 ３歳クラス担任は、エピソード事例から、「保育中に他園を参観した時のことや交流だよりの内容

を思い出すことがある。その瞬間に、他園ではこんなふうに援助していたなと援助のレパートリーが

増えたように感じる」と振り返った。事例のように、昨年度の交流だよりに書かれた学びが、今年度

の保育に生きる場面があった。交流での学びを言語化し、蓄積していくことの大切さを実感した。５

歳クラス担任も、３歳クラス担任と同様に、交流だよりを書きながら、保育において大切なことが自

覚されていくような感覚があり、援助のレパートリーを増やしているように実感した。また、４歳ク

ラス担任は、「大学の先生からのコメントは楽しみだった」と振り返った。「大学の先生からの意味

付け」を読むことで、保育を捉える視点の広がりを感じている。 

情報を共有するツールとして活用するため、２年分の交流だよりを整理した。その過程で、職員で

交流だよりの読み直しを行うと、交流だよりの記述内容に変容があることに気付いた。１年次は、絵

カードや幼児の作品の掲示の仕方など、目に見えやすい取組について記述されたものが多かったが、

２年次は、幼児の今の楽しみを読み取り、意味付けるような記述が多くなっていた。ここから、子ど

もの姿から、遊びや学びのストーリーを紡いでいくことの大切さを実感した。 

 交流だよりを交流した園に届けるまでには、学んだことから自分の実践を行い、大学教員にコメン

トを依頼するといった手続きがあり、やや時間がかかってしまうところが、課題だと感じている。交

流だよりの形式を工夫することで、可能な限り早めに交流した園に届くようにするとともに、持続可

能なかたちにしていきたいと考える。また、交流だよりを交流した園以外の園の職員にどう読んでも

らうか、その情報発信の仕方について、さらに検討の余地がある。HP や SNS 等を活用した発信も視

野に入れていきたいと思っている。 

 

⑤合同保育 

Ⅰ 合同保育の検討プロセス 

１年次は、「同じ幼児の姿を捉えることで保育について考えたい」という願いのもと、一緒に保

育をする交流が生まれた。１年次、C 園とは、C 園の５歳クラス児が本園に遊びに来て、本園の園

庭で一緒に遊ぶという環境の中で、合同保育を行った。２年次、C 園の職員と話し合う中で、C 園

の５歳クラスの幼児の楽しみにつながっていたということを聞き、２年次も継続して合同保育を行

うことにした。互いの園の実態に合わせて、可能な時期を選んで合同保育を行おうと共有し、打ち

合わせを進めていくことにした。 

 

Ⅱ 合同保育の実際 

７月 11 日、C 園の５歳クラス児 23 名と、職員４名が本園に来

園した。本園の５歳クラスの保育室で、遊ぶ時の注意事項などを

共有した後、１時間 30分程度の遊びの時間を設定し、合同で保育

を行った。１年次も同様の合同保育を行っていたため、職員の配

置決めや打ち合わせなどは特に行わず、個々の職員が周りの状況

を見ながら、遊びの援助を行った（図９）。保育の途中で、迷い

が生じたときには、すぐに職員同士で話し合い、情報共有を行っ （図９）合同保育の様子 
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た。合同保育を終えた後には、本園職員２名と C 園の職員１名で合同保育の振り返りを行った（表

３）。 

（表３）C 園職員との合同保育の振り返り 

【本園の職員の語り】 

・初めて本園の園庭で遊ぶ C 園の幼児の様子を見ていたら、本園の幼児が掘ったことがないとこ

ろに穴を掘るなど、本園の幼児が思いつかなかったような遊び方をしていた。本園の幼児の園

庭への見方が広がるきっかけが生まれたように思う。 

・本園の幼児と、C 園の幼児が遊びの中で自然とかかわる姿が見られた。 

・土を使った唐揚げづくりは本園では生まれなかった発想だった。 

【C 園の職員の語りから】 

・細かな説明や、打ち合わせがなくても、合同保育が実施できてよかった。 

・昨年度の５歳クラス児が経験しているので、その時の話を聞いて、今年度の５歳クラス児も行

く前から楽しみにしていた。 

・昨年度、交流の中で廃材を使った遊びをしている姿を目にした。廃材での工作を保育の中に取

り入れてみたら、遊びの幅が広がった。 

 

Ⅲ 合同保育による「つながり」が子どもを支えた事例 

園と園とで一緒に決めていくスタンスを大切に、合同保育を継続して行ってきたことが、本園の

保育にどうつながっているのかを、幼児の姿とそれを支える教師の姿から、エピソード事例として

紡いでいくことで捉えていきたいと考えた。以下にそのエピソード事例を示す。 

【５歳クラスの事例】 

 ７月の合同保育の時、C 園Ｊ児は粘土質の土で成形した泥団子の周りに砂をまぶしていた。そ

の近くで、本園Ｋ児・Ｌ児が粘土質の土を使ってお皿を成形しようとしていた。C 園Ｊ児と本園

Ｋ児とＬ児は言葉を交わすことはなかったが、互いの様子をじっと見ていた。 

 C 園の職員との振り返りでは、C 園Ｊ児の遊びが話題になった。５歳クラス担任は C 園の職員

と語り合う中で、C 園Ｊ児は唐揚げをつくりたいという思いをもっていたことを初めて知った。

粘土質の土の周りにつけていた砂は、唐揚げの衣であったこともC園職員から聞いた。本園の５

歳クラス児は、粘土質の土で型抜き遊びをしたり、お皿をつくろうとしたりすることはあって

も、唐揚げをつくるなど、料理に使うことはなかった。５歳クラス担任は、C 園Ｊ児の姿から、

粘土質の土への新たな見方を知った。 

 ８月のある日、本園Ｋ児はお弁当づくりをして遊んでいた。Ｋ児

は完成したお弁当を担任に見せに来た。中を見ると、粘土質の土に

砂をまぶした泥団子が２つ、入っていた。「これは何？」とＫ児に

聞くと、「これはね、唐揚げだよ」とＫ児が答えた。心が動いた５

歳クラス担任は、「おいしそうだね。唐揚げをつくったのはＫちゃ

んが初めてだと思うよ。すごいね」と称賛すると、Ｋ児は「いや、

違うよ。私、これと同じのを前に誰かがつくっていたの見たよ」と

答えた。 

 この時、５歳クラス担任は、合同保育の時のC園Ｊ児の姿が頭に浮かんだ。合同保育の時、Ｋ

児はC園Ｊ児がしていたことを、きっとよく見ていたのではないかと捉えた。違う文化をもった

子どもたち同士がかかわり合う機会があることによって、他園の幼児がしている遊びの魅力を、

肌で感じ取ることにつながるのではないかと捉えた。５歳クラス担任は、子どもが直接他園の遊

びのよさにふれられることに、合同保育のよさがあるのではないかと考えた。 

 

Ⅳ 合同保育の継続的な実践と検討を行った、本園職員の実感 

  ５歳クラス担任は、事例のように、合同保育をすることによって、本園に粘土質の土を使った新

たな遊びの可能性が見えてきた。C 園にも、廃材を使った製作遊びなど、新たな遊びが生まれてい

る。本園では、これを遊びの輸入、輸出と呼んでいる。この遊びの輸出入が子どもを介して行われ

ることに、合同保育の意義を感じた。 

また、C 園と主に連絡を取り合っていた３歳クラス担任は、「同じ園と同じ要領で繰り返してきた

ことで、互いに気兼ねなく合同保育をすることができた」と振り返った。C 園とは２年間合同保育
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を継続して行ったことで、２年目である今年度は、細かな打ち合わせ等は一切行わなかった。園の

文化は違っても、子どもが主体の保育をしたいと願う気持ちは一緒であることが共有できている証

ではないかと実感している。細かな打ち合わせや手続きがなくても、一緒に保育ができることに喜

びを感じた。あえて、打ち合わせや手続き等は最小限にするということに、持続可能な交流の在り

方が見えてきたように思う。 

 

⑥合同研修 

Ⅰ 合同研修の検討プロセス 

合同研修は、合同保育と同様に、同じ幼児の姿を捉えることで保育について考えたいという願い

のもと、互いの園の実態を踏まえながら実施の方法を検討することにした。１年次に交流だよりを

やりとりしていたＡ園とは、持続可能なかたちで「つながり」を深めたいという願いから、２年次

には合同研修を２回実施することになった。また、１年次に合同研修を実施したＢ園とは、今年度

も B 園の園内研修に参加するというかたちで継続して合同研修を実施することになった。 

 

Ⅱ 合同研修の実際 

４歳クラス担任は、Ｂ園にて保育参観を行い、午後から研修会に参加した。研修会では指導者か

ら、午前中の保育においての子どもの姿、主体性を育む保育のあり方、子どもの読み取りと援助、

環境構成などについての指導があった。 

この日、Ｂ園の５歳クラスは、生き物捕まえをするために園外へ散歩に出掛けたが、園庭での泥

遊びがしたいとの思いをもっていた４名の幼児は園に残り、他クラスの先生が保育することになっ

た。「残る子どもたちをお願いします！」「いいよ！」と互いに言い合えることは、職員がチームで

動いているからこそである。この日、散歩に出掛けた５歳クラスが戻ってくると、園庭にいた職員

も子どもたちも「お帰り！」「どうだった？何かいた？」と温かく迎えており、Ｂ園の先生方全員

で、この園の子どもたちを保育しているように感じた。「先生たちが楽しいことは、子どもたちが

楽しいことにつながる」「先生たちの仲がよいことは、子どもたちの仲がよいことにつながる」と

の言葉に、４歳クラス担任は「職員の方々と一緒に楽しみながら保育をしたい」と自身の保育を振

り返る機会となった。 

また、他の子と比べてできないところを見たり、苦手を責めたりするのではなく援助を丁寧に行

うこと、子どもをまるごと受け止めることなど、保育に大切なことについての話を受け、４歳クラ

ス担任は「これまで目先のことばかり気になってしまうことが多かったが、一人一人のことをしっ

かり読み取り、その子の育ちを捉えよう」と気持ちを新たにした。 

 

Ⅲ 合同研修による「つながり」が子どもの育ちを支えた事例 

「園と園とで一緒に決めていく」心構えを大切に、合同研修を継続して行ってきたことが、本園

の保育にどうつながっているのかを、幼児の姿とそれを支える教師の姿から、エピソード事例とし

て紡いでいくことで捉えていきたいと考えた。以下にそのエピソード事例を示す。 

【４歳クラスの事例】 

４歳クラス担任は、幼稚園での勤務は今年度が初めてである。子どもをどう支えるのがよい

か、毎日のように迷い、悩みながら保育をしていた。６月、４歳クラス担任は、Ｂ園の合同研修

に参加した。研修では、「全職員で一人の子どもを支える」ことの大切さが共有された。「先生

たちの仲がよいことは、子どもたちの仲がよいことにつながる」という言葉に、大きく心が動

き、自園の先生方と一緒にチームで保育をしたい、と思いを新たにした。 

研修に参加したタイミングで、４歳クラス担任は「Ｍ児をどう支えるか」という悩みを抱えて

いた。遊びの後、保育室に入ることになかなか思いが向かないＭ児。Ｍ児の思いには寄り添いな

がらも、どう支えることがＭ児のくらしを豊かにしていくのか、毎日のように副担任と語り合っ

ていた。４歳クラス担任は、全職員でＭ児のことを支えることができれば、Ｍ児の育ちにつなが
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るのではないかと願い、この悩みを他クラスの職員にも話すことにした。４歳クラス担任は、職

員での語り合いの中で、「Ｍ児が夢中になれる遊びが見つかることが、Ｍ児の友達とのかかわり

や、自信につながるのではないか」と考えた。そして、Ｍ児が保育室に入るような環境構成や言

葉がけだけではなく、遊びに夢中になる姿を思い描いて、遊びの援助にも力を注いでいこうと捉

え直し、援助の方向性を全職員で共有した。 

７月のある日、Ｍ児は、コンサートをするために、テラスに

いすを並べ始めた。Ｍ児は、「満席になったら、コンサートを

始めますよ」と話した。しかし、なかなか席が埋まらず、片付

けの時間になってしまった。この後はおやつを食べたら、すぐ

に帰る時間であった。４歳クラスの担任は焦りを隠しながら

も、Ｍ児の遊びが充実することを願い、その遊びを見守ること

にした。 

すると、通りがかりにその様子をみた５歳クラスの担任が、

コンサートを見に来た。続いて、３歳クラスの担任・副担任と

３歳クラスの子が、いすに座った。保育室にいた４歳クラスの

副担任がいすに座ると、４歳クラスの子たちも、コンサートを見に来た。満員になると、コンサ

ートが始まり、Ｍ児は大勢のお客さんが見守る中、ダンスを１曲踊り切った。４歳クラス担任の

目には、Ｍ児の何にも代えがたい笑顔が焼き付いた。このとき、４歳クラス担任は、Ｂ園の研修

で聞いた「全職員で一人の子どもを支える」という言葉の意味を改めて考えた。打ち合わせなど

をしていなくても、全職員がＭ児の育ちを願い、今この瞬間こそがＭ児を支えるタイミングだと

捉えたことを嬉しく思った。援助の方向性が揃っていることが、こんなにも子どもの育ちにつな

がるのかと、チームで保育をする喜びを感じ、それを交流だよりに書いてＢ園に送った。その翌

日も、Ｍ児はコンサートの遊びを続けた。今度は同じクラスの幼児も仲間に入り、一緒にコンサ

ートを楽しんでいた。 

４歳クラス担任は、「全職員で一人の子を支えるって、こういうことだったんですね」と、そ

の実感を７月のオープンカンファレンスの時に語った。Ｂ園での研修に参加し、４歳クラス担任

は、新たな見方に出会い、研修で耳にした言葉が目の前の子どもの姿から実感を伴う言葉になっ

たことを振り返った。 

 

Ⅳ 合同研修の継続的な実践と検討を行った、本園職員の実感 

 Ｂ園での合同研修に参加した本園４歳クラス担任は、「Ｂ園４歳クラス担任とは、今年度同じ４歳

クラスの担任として、また、互いに園での勤務１年目として、共感できることが多く、また話をした

いと感じた。これからも交流を続けるために、互いの園の様子やそれぞれの思いについて知ることは

大切だと思うので、この合同研修がとてもよいきっかけになった」と振り返った。同じ年齢の幼児を

担任している職員と、同じ幼児の姿を見ながら語り合うことは、貴重な機会となった。 

また、合同研修において、同じ子どもの姿を見て語り合うことのよさを実感した。これまでに他園

の職員と語り合うとき、「主体的」などの言葉の捉えも違うことを感じることが少なからずあった。

合同研修を行うことによって、それぞれの園で使っている言葉の意味を理解し、共感することにつな

がったのではないかと実感した。 

 

（２）研究協力園や大学との連携 

２年次の初めの頃は、令和５年度研究協力園（３園）のほか、令和６年度研究協力園（３園）と

交流をしていきたいと願っていた。しかし、６園とこのような交流をすることは、現実的に難しい

のではないかと話し合った。交流するためには、普段の保育を他の職員と交代して行うことが必要

だからである。また、令和５年度研究協力園とは、１年間かけてつくってきた「つながり」があ

る。それを大切にしたいという本園職員の強い思いもあった。２年次は、新たな研究協力園を依頼

せずに交流を進めようという意見もあった。このような話合いを経て、令和５年度研究協力園との

交流を継続して行っていくことを決めた。 

一方で、令和６年度研究協力園とも可能な限り交流を行いたいという思いもあった。そこで、令
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和６年度研究協力園には、令和５年度研究協力園との交流に一緒に参加してもらったり、交流につ

いての助言をもらったりすることにより「つながり」をつくっていくことを決めた。２年次に、計

６つの研究協力園と本園、研究協力園同士が交流することができれば、「つながり」を広げ、深め

ていけるのではないかと考えた。 

５月、令和６年度研究協力園、大学教員と、本園で今後の交流についての語り合いを行った。

「つながり」を広げ深めていく上で、担任を１週間交換留学のようなかたちで交代した交流など、

本園の職員だけでは思いつかな

かった方法があること、興味の

ある交流に参加できるような情

報共有ができるとよいことな

ど、多様に意見が交わされた。 

これらの意見を受けて、本園

が交流を行う情報を、研究協力

園と大学とで共有することによ

って、いつでも興味をもった交

流に参加してもらえるようにし

たいと考えた。そこで、（図

10）のような一覧を作成し、大

学や研究協力園にメールで送付

し、交流の情報を共有した。 

７月 11 日、Ｃ園との合同保育の際、研究協力園であるＬ園の職員と大学教員が、合同保育の様子

を参観に本園に来園した。また、本園職員がＫ園と交流だよりをやりとりする際に参観に行くとき

には、大学教員も同行した。１年次は、本園と他園の１対１の交流が多かった。しかし、2 年次に

は、１つの交流の場に複数園の職員が集まるような交流が生まれてきた。情報を共有することによ

って、「つながり」を広げ、深めている実感があった。 

 

 

６ 研究の手応えと今後の展望 

（１） 研究の手応え 

「保育観の耕しにつながるような交流」、「つながるよさを実感できる交流」、「ハブのような

役割を担う交流」、「持続可能な交流」の実現を思い描き、「オープンカンファレンス、お出かけ

カンファレンス、交流だより、合同研修、合同保育（以下、５つの交流）」を検討、実践してきた。

８月までに行った交流において、本園の職員が感じた手応えを以下に示す（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 10）研究協力園・大学に送付した交流の一覧 

（図 11）本園職員が感じた手応え 
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まず、「ハブのような役割を担う交流」の実現に向けた取組では、オープンカンファレンスをよ

り情報を得られる場に更新してきたこと、お出かけカンファレンスをリモートで実施したこと、合

同保育の打ち合わせが簡略化したこと、交流だよりを情報共有ツールとして使ってきたこと、複数

の園が１つの場に集まる交流が増えたことが、「持続可能な交流」につながっているのではないか

ということが見えてきた。また、オープンカンファレンスで子どもの学びのストーリーを語ること

の大切さを自覚したこと、合同保育で遊びの輸出入をしてきたこと、交流だよりで実践を言語化し

てきたこと、合同研修で新たな

見方や考え方に出会ったこと、

お出かけカンファレンスで保育

を見る目が耕されていることを

自覚したことから、「ハブのよ

うな役割を担う交流」を目指す

ことは、「保育観の耕しにつな

がるような交流」を生み出して

いくきっかけになるのではない

かと捉えた（図 12）。 

次に、「保育観の耕しにつな

がるような交流」の実現に向けた取組では、お出かけカンファレンスや合同研修のように、他園の

保育を参観した学びが自園の保育にいきている

ことを実感したこと、交流だよりにおいて、大

学教員からの意味づけによって保育を見る目が

耕されるとともに、そのコメントを読むことが

楽しみになっていることを自覚したことから、

保育観の耕しが、「つながるよさを実感する交

流」につながっているのではないかということ

が見えてきた（図 13）。 

「つながるよさを実感できる交流」の実現に向けた取組では、合同研修を通して実感した他園で

学んだことが自園でいかせたことによる喜び、お出かけカンファレンスを通して感じた悩んでいる

のは自分たちだけではないという安心感、そして、園の垣根を越えて幼児の育ちを共有し合う楽し

みを、本園の職員も他園の職員も感じることができた。また、本園の交流に携わった他園の先生同

士がつながっていったのではないかという実感があった。オープンカンファレンスの参加者からは

「他園の先生の勧めで、オープンカンファレンスに参加しました」という声を聞くことができた。

「お出かけカンファレンス」への申し込み

があった園からは、「（過去にお出かけカ

ンファレンスを経験した園から）お出かけ

カンファレンスがとてもよかったと聞い

て、申し込みました」といった声を聞くこ

とができた。これらの声は、他園同士で

「口コミ」のようにして、本園の情報が共

有されているということではないかと捉え

ている。「つながるよさを実感できる交

流」は、他園の先生方が参加してよかった、明日の保育が楽しみになったと実感できるような場を

絶えずつくっていくことが大切である。それにより交流へのモチベーションが上がり「持続可能な

交流」になっていくのではないかということが見えてきた（図 14）。 

（図 12）ハブとしての役割を担う交流 

（図 13）保育観の耕しにつながる交流 

（図 14）つながるよさを実感する交流 
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「持続可能な交流」の実現に向けた取組では、オープンカンファレンスなど、気軽に参加できる

交流が少しずつ実現している実感があっ

た。「持続可能な交流」は、継続的に子

どもの育ちを捉えてきたこと、そして、

保育に対する見方や考え方を広げてきた

ことを学びの履歴として残していくこと

によって、より「保育観の耕しにつなが

るような交流」を実現させていくのでは

ないかと考えた（図 15）。 

これらのことから、園と園の「つながり」を広げ、深めるためには、「継続的、双方向の交流に

なるように、その場をよりよくつくりかえていく」こと、「継続的に情報を共有していくこと」が

大切なのではないかということが見えてきた。交流を継続していく中で、少しずつではあるが、園

と園との「つながり」が広がり、深まっている実感があり、つながるしくみが整いつつあるのでは

ないかと捉えている。 

 

（２）今後の展望について 

今後は、交流した園からの声にもっと耳を傾けていくことが大切であると考えた。そうすること

が、継続的に、双方向に保育の質を高め合うような関係づくりにつながると考えるからである。ま

た、HP・SNS の活用により、園内の共有や交流した園との共有だけにとどまらず、情報をより多く

の園に届けていくことができるのではないかと考える。今後、情報の共有の仕方について検討して

いきたい。 

「つながり」をさらに広げ、深めることができた先には、本園が幼児教育・保育のコミュニティ

のようになっていけるのではないかと思い描いている。継続的、双方向の交流の場をどのようにつ

くっていくか、交流の情報をどのように共有、発信していくかをさらに検討し、つながるしくみを

確かなものにしていきたいと考える。また、園と園のつながりを広げ、深める過程において、さら

に広い視野で保育の捉え直しをすることが大切であると考える。そこで、幼小接続を視野に入れた

「つながり」もつくっていきたいと考えている。 

 

 

 

【引用文献】 

こども家庭庁 「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン（はじめの 100 か月の育ちビジョ

ン）」こども家庭庁 幼児期までのこどもの育ち部会閣議決定 2023 年 

文部科学省 「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について～幼保小の協働による

架け橋期の教育の充実～」中央教育審議会初等中等教育分科会 幼児教育と小学校教育の

架け橋特別委員会 2023 年 

（図 15）持続可能な交流 
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交流だよりを読んだ感想 私自身も日々の保育に向き合って考える時間がなかったので、今回のように考察や子どもた
ちの姿をじっくりと観察していただき、すごく考えさせられることがありました。ありがとう
ございました！！ 
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令和６年度「つながる保育（第２年次）～園と園のつながりを広げ、深める～」研修ヒストリー  

ここでは、研修会議やカンファレンスでどのようなことが検討され、いろいろな園とどのよう

に交流して、つながりがつくられていったのか、その経緯について示す。なお、交流をした園は

以下の通りアルファベットにて表記している。 

Ａ 市外幼稚園 Ｊ 市内保育園 

Ｂ 市内保育園 Ｋ 市外こども園 

Ｃ 市内幼稚園 Ｍ 市内保育園 

Ｇ 市内保育園 Ｎ 県外幼稚園 

Ｈ 市外保育園 Ｏ 県外幼稚園 

Ｉ 市外幼稚園 Ｐ 県外幼稚園 

 

日、場面、参加者 内容 詳細 

４月９日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

今年度の研究

推進の概要に

ついての検討 

○昨年度の研究を基にして、今年度はどのようにつなが

りを広げ、深めていくことができるかを検討した。 

○交流だよりを蓄積し、保育の質が向上したという事例

があると、互いの園にとってよりよいものになると考

えられる。そのための第一歩として、互いの園の参観

を行うことから始めることを確認した。 

○研究協力園の確認、４月下旬に参観することへの依頼

を行い、実践へつなげていくことを確認した。 

４月 15日 

研修 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、研究

協力者 

研究の概要、

今後の計画に

ついての検討 

○Ｒ５年度の研究協力園とＲ６年度の研究協力園がつな

がると、さらにつながりが広がると考えられる。新た

なつながりを広げるため、その方法や関わり方、参観

の場面などについて検討した。 

○フィードバックを活用したり、オープンカンファレン

スで互いの園のよさを取り入れたりすることは、保育

の質の向上につながることを確認した。 

○交流することで互いの保育がよりよくなったというプ

ロセスを紹介することができるとよい。また、自分の

保育を振り返り、よさを取り入れたり高めたりするこ

とができるとよいことを確認した。 

４月 17日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究協力園と

の交流計画の

検討 

○Ｒ５年度の研究協力園、Ｒ６年度の研究協力園との交

流を行うために日程を確認して計画を立てた。 

○それぞれの担任が、どの協力園とつながって交流を深

めていくかを検討し、決定した。 

４月 24日 

水曜カンファレンス 

各クラス担任、各ク

ラス担任・副担任、

養護教諭、教育補佐

員 

最近の保育に

ついての語り

合い 

○新年度に入り、各クラスの様子について共有した。幼

児の気持ちを高める声の掛け方や、帰りの時間までの

過ごし方、環境の工夫などについて意見交流を行っ

た。 

○スモールステップで活動を促すこと、３歳児が使いや

すいようにプラスチックスコップを砂場の近くに設置

すること等を確認した。 

４月 30日 

研修 

各クラス担任 

カンファレン

スの方法につ

いての検討 

○近隣の園へは職員が直接伺い、遠方の園は現地へ数名

が伺い、他の職員はオンラインを繋いでお出かけカン

ファレンスを行うことを確認した。 

○オープンカンファレンスでは、参加者に予め話題にし

たいことを提供してもらうため、オーダーシートを作

成することとした。 



５月２日 

交流（参観） 

５歳クラス担任 

Ｇ園参観 ○５歳クラス担任がＧ園を参観した。 

○長期的な育ちを願うことで、「今」の子どもの思いに

寄り添い、一緒に発見や感動を喜び合えるような保育

をしていこうと捉え直した。 

５月７日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

第１回研究保

育の資料につ

いての検討 

○研究会でのプレゼン資料について検討した。 

○「しくみ」の定義について確認した。交流したいとい

う思いから、保育が変わっていくことまでを、広い意

味での「しくみ」と捉えることとした。 

○カンファレンスでのおたずねシート（オーダーシー

ト）の内容について確認した。 

５月８日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員 8

名 

その日の保育

を中心に語り

合い 

【話題になったこと】 

○小学校職員に幼児教育について理解を促すためにはど

うするとよいか、小１プロブレムや幼小連携につい

て。 

○幼児の「やりたい」という気持ちを広げられるような

環境構成、設定保育と自由に遊ぶ部分のバランスにつ

いて。 

○職員の共通認識や連携について。 

５月８日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

第１回研究保

育の資料につ

いての検討 

○「カンファレンス」の名称がどのような過程で更新さ

れていったのかを確認し、表現の仕方について検討し

た。 

○Ｒ５年度、Ｒ６年度の協力園とどのように関わってい

くのかを検討した。今年度は、本園がハブのような役

割となり、他の園同士のつながりもつくっていくこと

を確認した。 

５月９日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭、研究協力者 

第１回研究保

育の資料につ

いての検討 

○カンファレンスの方法について確認した。本園のカン

ファレンスが見たい参加者もいるし、ある話題につい

て話したい参加者もいる。限られた時間の中で行うこ

とは難しいが、本園のカンファレンスのかたちで、参

加者が話合いに参加できるようにすることを共有し

た。 

○プレゼン資料の表や図、提示する順番などについて、

より伝わりやすくなるように検討した。 

５月 10日 

交流だより①発行 

５歳クラス担任 

交流だより①

の発行 

○５歳クラス担任が５月２日にＧ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより①」にまとめ、Ｇ園に送付した。 

５月 15日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員６

名 

その日の保育

を中心に語り

合い 

【話題になったこと】 

○「見守ること」は大切だが、人として大事なことは伝

えたい。そのバランスが難しい。 

○幼児の対応に困った時は、周りの幼児が代案を考え、

教えてくれることもある。 

○「附属だからできる」と思っていたが、子どもたちは

変わらない。自分たちの園でもできそうだ。 

５月 15日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

これまでの保

育の振り返り 

○これまでの保育をクラスごとに振り返り、各クラスの

実態とともに紹介した。他園とつながったことによっ

て更新された保育観が、どのように現場で生かされて

いるかを共有した。 

○第１回研究保育に向けての計画を再確認した。 

 



 

５月 16日 

交流（参観） 

４歳クラス担任 

Ｂ園参観、合

同研修 

○４歳クラス担任がＢ園を参観した。 

○幼児が遊んでいる様子をよく見て、タイミングのよい

声かけや援助をしていくことが大切だと捉え直した。 

○幼児の製作物や、外へ出掛ける時に持って行くための

手づくりバッグの置き場の工夫など、環境構成につい

て捉え直した。 

５月 24日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

 

研究保育を終

えての情報共

有 

今後の研究の

見通しの確認 

○研究保育の際に研究協力者と協議した内容について共

有した。 

○今後の交流のもち方について確認をした。互いの園の

研修に参加できるように、協力園や大学の先生に案内

することとした。 

５月 29日 

お出かけカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、教育補佐員、他

園保育者７名 

Ｇ園参観 ○５歳クラス担任がＧ園を参観した。参観した際に撮影

した写真をもとに、幼児の姿や育ち、保育者の援助に

ついての気付きを資料にまとめた。 

○カンファレンスでは、環境構成について、気になる幼

児をどう支えるかについて、交流だよりについて話題

になった。 

６月３日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

今後の交流に

ついての確認 

 

 

○８月までの交流について、日時や内容、参加者につい

て確認した。一覧表にまとめ、案内することとした。 

○研究会の案内はがきや園紹介のパンフレットの検討日

程を確認した。 

６月 11日 

交流（参観） 

３歳クラス担任 

Ｃ園参観 ○３歳クラス担任が、Ｃ園を参観した。 

○幼児理解の大切さ、ありのままを受け入れることの大

切さを実感した。幼児の思いを尊重し、実現するため

にどうするべきかを考え、それぞれに合った時間や場

所を保障し、保育者も楽しみながら生活を共にしたい

と捉え直した。 

６月 11日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

おうちえんの

活用について

の検討 

研究会につい

て 

○自園の取組を情報発信する手段としての「おうちえ

ん」の活用について検討した。関係者にＱＲコードを

配付し、交流の様子やカンファレンスの話題などを発

信していけそうだという「おうちえん」利用の可能性

について確認した。 

○研究会の講話の演題、講師の先生との打合せ内容につ

いて確認した。 

６月 12日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員５

名 

その日の保育

を中心に語り

合い 

【話題になったこと】 

○運動会に向けてのダンスや玉入れの様子について。 

○片付けの時間がたっぷりあり、子どもたちの気持ちを

聞きながら気持ちを向けている。 

○思ったことを伝え、言ったことが叶う経験が大切であ

る。 

○自分でやることで分かることがある。あまり口を出さ

ず、見守ることの大切さが分かった。 

６月 24日 

交流だより②発行 

４歳クラス担任 

交流だより②

の発行 

○４歳クラス担任が５月 16日にＢ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより②」にまとめ、Ｂ園に送付した。 

６月 25日 

交流（参観、研修） 

４歳クラス担任 

Ｂ園参観、研

修に参加 

○４歳クラス担任がＢ園を参観し、研修に参加した。 

○自分で道具を選び、根気よく虫探しをする幼児、赤と

青の色水を混ぜたらできた紫色の色水に驚く幼児の姿

から、同じ目線に立って幼児に共感する気持ちを大切



にしようと捉え直した。 

○合同研修会では、主体的な保育のあり方、職員全体で

保育をする大切さについて話題となった。 

６月 26日 

お出かけカンファレ

ンス（参観、リモー

ト） 

各クラス担任、副担

任、教育補佐員、養

護教諭、他園保育者

10名 

Ｈ園参観、語

り合い 

○３歳クラス担任が、Ｈ園を参観した。 

○本園の職員とオンラインでつないで語り合いを行っ

た。保育者が見守る場面とかかわる場面のバランス

や、子ども主体の保育では、どんなことに気を付けて

声かけをしているか、環境構成等について話題になっ

た。 

６月 28日 

交流（参観） 

５歳クラス担任 

Ｋ園参観 ○５歳クラス担任がＫ園を参観した。 

○子どもたちが使う言葉「子ども語録」を大切に使って

いる保育者の姿から、子どもの言葉に感動する心、子

どもの言葉の意味をこれまで以上に考えるきっかけと

なった。 

７月８日 

交流だより③発行 

３歳クラス担任 

交流たより③

の発行 

○３歳クラス担任が６月 11日にＣ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を「交

流だより③」にまとめ、Ｃ園に送付した。 

７月 10日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、教育補佐員、他

園職員７名 

その日の保育

を中心に語り

合い 

【話題になったこと】 

○砂場で、石けんを使った泡風呂をつくりたいという子ど

もや、蝉を捕るためにホースで水を出している子どもに

どのように対応するとよいか。 

○子ども主体の保育、丁寧な保育を目指しているが、「先生

やって」と言われた時、どこまで手伝うとよいのか、迷

いがあることについて。 

○コンサートを開きたいという子どもの思いをみんなで支

える職員のチームワークの大切さ、みんなが同じ方向を

向いていてこそ、よい保育につながる。 

７月 11日 

交流（合同保育） 

５歳クラス、Ｃ園職

員４名 

Ｃ園との合同

保育 

○Ｃ園５歳クラス 23 名、保育者４名が本園に来園した。 

○Ｃ園保育者と合同で保育をした。 

７月 17日 

お出かけカンファレ

ンス 

各クラス担任、他園

保育者４名 

Ｉ園訪問 ○各クラス担任が、Ｉ園を訪問した。カンファレンスの

前半は、本園職員が参観での気付きをクラスごとに語

り、後半は全員で、その日の保育や普段考えているこ

とについて語り合った。 

○担任と補助の先生との連携、一人で対応することの難

しさ、異年齢が混ざったクラス運営での悩みなどが話

題になった。 

７月 22日 

交流だより④発行 

５歳クラス担任 

交流だより④

の発行 

○５歳クラス担任が６月 28日にＫ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより④」にまとめ、Ｋ園に送付した。 

７月 24日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

２学期以降の

交流について

の検討 

 

○１学期のカンファレンスの成果と課題について振り返

った。多くの声がかかり頼りにされていることが成果

として挙げられるが、継続的なつながりを考えると、

今後は市内の園との交流をメインに行っていきたい。

園同士のつながりに、小学校にも入ってもらうための

方法について検討した。２学期以降のカンファレンス

の予定を確認した。 



７月 25日 

研修 

各クラス担任 

交流について

の気付き 

○これまでの交流を振り返り、その成果について検討し

た。継続して行うことにより、職員の保育観が耕され

ており、多様な視点で幼児をみることができるように

なってきた。また、保育についての自信や安心、喜び

や楽しみ等にもつながっていることが見えてきた。 

７月 25日 

交流だより⑤発行 

３歳クラス担任 

交流だより⑤

の発行 

○３歳クラス担任が６月 26日にＨ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑤」にまとめ、Ｈ園に送付した。 

７月 24日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究の進捗状

況の確認と、

今後の取組の

検討 

○これまでの取組から、地域の園からのニーズがあるこ

とが分かった。同じ園との複数回のつながりを大切に

していくこと、地域の限定も視野に入れること、小学

校とのつながりも意識すること等を確認した。 

○２学期のカンファレンスの日程調整を行った。 

７月 25日 

研修 

各クラス担任 

研究の成果に

ついてのまと

め 

○継続した交流から見えてきたことについて検討した。

それぞれの取組が自信や喜び、安心や実感につながっ

ており、自身の「保育観の耕し」となっていることが

共通認識として挙げられた。 

７月 31日 

交流だより⑥発行 

４歳クラス担任 

交流だより⑥

の発行 

○４歳クラス担任が６月 25日にＢ園を参観した歳の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑥」にまとめ、Ｂ園に送付した。  

８月１日 

お出かけカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、他園保育者 10名 

Ｊ園参観、語

り合い 

○各クラス担任と副担任が、Ｊ園を訪問した。カンファ

レンスの前半は、本園職員が参観での気付きをクラス

ごとに語り、後半は全員で、その日の保育や普段考え

ていることについて語り合った。 

○「遊びの充実」が大切であるという気付き、幼児の思

いが異なる時の援助の仕方、安全面への配慮などにつ

いて話題になった。 

８月２日 

お出かけカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、他園保育者 13名 

Ｂ園参観、語

り合い 

○各クラス担任と副担任が、Ｂ園を訪問した。カンファ

レンスの前半は、参観での気付きをクラスごとに語

り、後半は２つのグループに分かれて、語り合った。 

○自分の思いを表現することが苦手な幼児への対応、職

員の連携、同じ目線で楽しむことを大切にすることな

どが話題になった。 

８月６日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任、他園

職員５名、小学校職

員１名 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○判断に困る時の対応について。 

○「この子はこうしたい」という思いに気付き、否定をし

ないことが大切である。 

○大人が「こんなことを？」と思うようなことでも、子ど

もがやってみたいということを実現できるようにした

い。生活の中にも環境構成をすることが大切。 

○子どもの生活に近い遊びはわくわくする。子どもの気持

ちを大切にする活動をしたい。 

○子どもたちが主役である。「なぜ座らない」を「なぜ立っ

ているのか」と捉え、その子なりの理由をそれぞれ考え

ていきたい。 

○小学校と園とのつながりについて。「主体的な保育」とい

うことに迷子になっている。小学校を見据えると「主体

的」というのはなかなか難しい。 



８月 20日 

研修 

各クラス担任、研究

協力者 

研究会のプレ

ゼン検討 

○今回のプレゼンの軸となる部分をよく検討すること、

事例の入れ方についてご指導いただいた。 

○今年度の取組がどのように保育の中で還元されたかが

大切となる。手応えについて、再度検討をすることを

確認した。 

８月 21日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究会のプレ

ゼン検討 

○オープンカンファレンス、お出かけカンファレンスに

ついて、参加人数やその内容などを分かりやすくまと

めることにした。 

○担当箇所を決め、役割分担を行った。 

８月 30日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭、研究協力者 

研究会のプレ

ゼン検討 

○概要についての検討を行った。取組を通して、誰がど

のように感じたのかという職員の実感があるとよいこ

と、成果に当たる部分の整理をするとさらに分かりや

すくなることをご指導いただいた。 

9月 12日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究保育を終

えての振り返

りと今後の研

究について 

○第２回研究保育を終え、各クラスの保育トークや協議

内容について話題の共有をした。 

○遊びの後の片付けや、室内遊びについて、全体で検討

する時間を設けることとした。 

9月 13日 

研修 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員 

片付けについ

て 

遊びの場につ

いて 

○片付けの時間や方法について、現在の様子をふまえ、

これからどのようにするとよいか検討した。 

○片付けの時間を長くとることは、園の文化の一つであ

り、気持ちの折り合いを付ける点ではよいが、それを

逆手にとって遊び続ける幼児がいるのが現状である。

これまでクラスごとにずらしていた片付け時刻を、一

斉で行うことを試みることにした。 

○遊びの場の一つとして、出会いの広場の有効的な活用

方法について検討した。 

9月 18日 

水曜カンファレンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○愛着について、家庭でアタッチメントできなくても、

園や学校などでもでき、キーパーソンの存在が大切で

ある。 

○幼児のトラブルについて、どのように声をかけると、

本人の心に響くのか。 

10月 2日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員２

名 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○友達とのかかわりが 1 学期よりもだんだん増えてきた

ことによって、遊びの幅が広がってきた。 

○子どものやりたいことを、どこまで叶えることができ

るのか。 

○職員同士でゆっくりと話をする時間をとることが難し

いので、意図的に行うとよさそうだ。 

10月 8日 

水曜カンファレンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○生き物を踏みつぶしている幼児がいたら、どのように

声をかけるか。 

○園で拾った栗をみんなで分けることや、園の土を使っ

た粘土遊びなど、よい文化を伝承していきたい。 

10月 16日 

お出かけカンファレ

ンス（参観、リモー

ト 

各クラス担任・副担

任 

Ｍ園参観と語

り合い 

○５歳クラス担任が、Ｍ園を参観した。 

○本園の職員とオンラインでつなぎ語り合いを行った。 

【話題になったこと】 

○子どもの思いを最大限に生かそうとする職員の連携に

ついて。 

○子どもの主体性を支える保育について 



10月 17日 

交流（参観） 

５歳クラス担任 

Ｎ園参観 ○５歳クラス担任が、Ｎ園を参観した。 

○園の垣根を越えた視点を大切にする、アンケートの工

夫、進行役を回す、広く取組を公開するなど、本園で

実施するカンファレンスを捉え直すきっかけとなっ

た。 

10月 28日 

交流（リモート） 

３歳クラス担任、５

歳クラス担任、養護

教諭 

Ｏ園と互いの

研究内容につ

いての語り合

い 

○Ｏ園と本園の職員をオンラインでつなぎ、語り合いを

行った。 

○互いの研究内容について紹介し、進捗状況を語り合っ

た。 

10月 28日 

交流だより⑦発行 

５歳クラス担任 

交流だより⑦

の発行 

○５歳クラス担任が 10 月 17 日にＮ園を参観した際の気

付きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑦」にまとめ、Ｎ園に送付した。 

11月６日 

お出かけカンファレ

ンス（リモート） 

クラス担任、他園保

育者４名 

Ｉ園と日頃の

保育について

の語り合い 

【話題になったこと】 

○発表会に向けての取り組み方について情報交換を行っ

た。気持ちが高まらなかったり、切り替えが難しかっ

たりする幼児への対応について。 

○廃材を使った工作遊びについて、どのような廃材を集

めるとよいか、またつくったものを紹介するための方

法についての情報交換を行った。 

11月６日 

交流（参観） 

５歳クラス担任 

Ａ園参観 ○５歳クラス担任がＡ園を参観した。 

○製作の時間も、ただ作品が完成することだけを目的に

するのではなく、一人一人の育ちを願い、支えていく

ことが大切であることを捉え直した。 

11月 13日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、養護教諭、他園

保育者２名 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○担任、副担任だけではなく、全ての職員が子どもたち

のために保育に携わっている。「自分らしさ」を大切

にして、保育することができればよいのではないか。 

○全員同じことができなくても、心配することはない。

今、その子にどのように関わっていくかが大切なので

はないか。 

11月 15日 

交流（参観） 

５歳クラス担任 

Ｏ園参観 ○５歳クラス担任がＯ園を参観した。 

○言葉を交わすことだけが「かかわり」ではなく、一人

一人が遊びに夢中になることで自然とかかわりがうま

れるのではないかと捉えた。 

11月 25日 

交流だより⑧発行 

５歳クラス担任 

交流だより⑧

の発行 

○５歳クラス担任が 11 月 15 日にＯ園を参観した際の気

付きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑧」にまとめ、Ｏ園に送付した。 

12月 6日 

研修 

各クラス担任 

研究冊子の検

討 

○今年度の研究冊子作成について、ページ割と分担を決

めた。 

○今年度の成果として、いくつかの事例を写真と共に紹

介することを確認した。 

12月 9日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究冊子の検

討 

○冊子に載せる事例の候補をいくつか挙げて検討をし

た。 

12月 11日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○他のクラスからガムテープを持ってきたのだと、嘘を

ついてしまった子へどのように声を掛けるとよいか。 

○戦い遊びをしている子どもたちについて。危ないから



任、養護教諭、教育

補佐員、他園保育者

２名 

禁止をするのではなく、場を決めること、ルールを決

めるとよいのではないか。 

12月 11日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究冊子の検

討 

○今年度の研究の成果と課題について、交流の４つの視

点（ハブとしての役割、つながるよさの実感、保育の

捉え直し、持続可能）を中心に検討した。 

○冊子作成までの日程について確認した。 

12月 12日 

交流（参観） 

４歳クラス担任 

Ｂ園訪問 ○４歳クラス担任がＢ園で合同保育、カンファレンスを

行った。 

○遊びの中で喜びや悔しさなど、多様に心を動かすよう

な経験をするとが大切だと感じた。また、その心の動

きを支えるための職員の役割分担は欠かせないと感じ

た。 

12月 12日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究冊子の検

討 

○冊子に掲載する６つの事例について、内容を検討し

た。 

12月 13日 

交流だより⑨発行 

５歳クラス担任 

交流だより⑨

の発行 

○５歳クラス担任が 11月６日にＡ園を参観した際の気付

きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑨」にまとめ、Ａ園に送付した。 

12月 13日 

交流（参観） 

３歳クラス担任 

Ｐ園参観 ○３歳クラス担任がＰ園を参観した。 

○幼児と共に生活をつくる仲間となり、うれしさや悔し

さなどの共有する仲間であるからこそ、信頼関係がう

まれ、幼児が安心して過ごせるのだろうと捉えた。 

12月 16日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

今後の研究の

方向性につい

て 

○１年次、２年次の研究の成果と、今後どのように研究

を進めていくかを検討した。「つながるしくみ」につ

いては整ったので、交流したことが子どもたちのため

にどう生きたかを検証する必要があることを共有し

た。 

12月 17日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

今後の研究の

方向性につい

て 

○Ｒ７年度の研究の方向性について検討した。 

・他園から学ぶことは今後も大切にしていきたい。 

・保育の質が向上したことを伝えたいが、検証すること

が難しい。 

12月 18日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園保育者

２名 

日頃の保育に

ついての語り

合い 

【話題になったこと】 

○登園後、支度が終わった子どもたちが鬼ごっこをして

走る姿があった。そこで、遊戯室で音楽をかけて、み

んなで走ることを楽しむとよいのではないか。 

○環境構成について、それぞれのクラスで何をどのよう

に提供しているかを確認した。来年度以降の参考にす

るため、保育室の様子を写真に撮っておくとよい。 

12月 18日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭、 

研究冊子の検

討 

○それぞれのページの内容やページ割り、「広がる」「深

まる」をどのように示すかを検討した。 

 

12月 19日 

交流（リモート） 

各クラス担任、養護

教諭 

Ｏ園と互いの

研究内容につ

いての語り合

い 

○Ｏ園と本園の職員とをオンラインでつなぎ、語り合い

を行った。 

○それぞれの研究について、進捗状況や現在抱えている

課題について語り合いを行った。 



12月 19日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

研究冊子の検

討 

○これまでの交流が保育に生きていることが伝わるよう

な内容にすることを共有した。 

○今後の冊子作成計画について確認をした。 

12月 20日 

交流だより⑩発行 

３歳クラス担任 

交流だより⑩

の発行 

○５歳クラス担任が 12 月 13 日にＰ園を参観した際の気

付きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑩」にまとめ、Ｐ園に送付した。 

12月 23日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭、研究協力者 

研究冊子の検

討 

次年度の研究

に向けて 

○今年度の研究の目的や成果を分かりやすく、受け取る

側へのメッセージ性のあるものにするとよいこと、他

園の方への思いがもっと入るとよいこと等をご指導い

ただいた。 

○今年度の研究の成果を、来年度どのように生かすとよ

いかについて検討した。 

１月７日 

交流だより⑪発行 

４歳クラス担任 

交流だより⑪

の発行 

○４歳クラス担任が 12 月 12 日にＢ園を参観した際の気

付きやその気付きから自分の保育に取り入れた実践を

「交流だより⑪」にまとめ、Ｂ園に送付した。 

２月５日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員１

名 

日頃の保育に

ついての語り

合い（子ども

主体の行事に

ついて） 

【話題になったこと】 

○お楽しみ発表会を次の週に控え、それぞれのクラスの

子どもたちの遊びの様子、発表会での姿について話を

した。 

○子どもたちが本当にしたいことを読み取り、見せたい

という気持ちを高めていくことが大切なのだろう。 

２月 12日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任・副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園職員４

名 

お楽しみ発表

会後の語り合

い 

【話題になったこと】 

○本園の発表会（３歳クラス、４歳クラス）を参観した

感想、それぞれの園の発表会の様子、子どもたちが主

体の行事のつくり方。 

○観客がいることで緊張してしまったり、興奮してしま

ったりする子への対応について。 

２月 14日 

カンファレンス 

５歳クラス担任、他

園職員９名 

お楽しみ発表

会後の語り合

い 

【話題になったこと】 

○本園の発表会（５歳クラス）を参観した感想、当日ま

での環境構成や子どもたちへの援助、全員にスポット

ライトが当たるような進め方などについて。 

２月 19日 

オープンカンファレ

ンス 

各クラス担任、副担

任、養護教諭、教育

補佐員、他園保育者

１名 

日頃の保育に 

ついての語り 

合い 

【話題になったこと】 

○一つの行為が、Ａには優しいがＢには優しくないとい

うことについて 

○発表会は終わったが「今日も発表会をしたい」という

子どもたちの姿、発表会後にこれまでしていなかった

遊びに挑戦する姿、新たな友達とかかわる姿が見られ

た。友達のしていることに興味をもつ様子からも、発

表会が生活にうるおいを与えている。 

○音楽の力について。音楽とは距離感が大切である。 

○職員の声の掛け方や、タイミングについて。 

○大切なことを上の学年が教える有効性。 

３月 17日 

研修 

各クラス担任、養護

教諭 

次年度の研究

に向けての検

討 

○今年度は、つながる保育のしくみを整えてきた。来年

度は「心を動かす子ども」「幸せをつくる子ども」な

どの視点で研究を進め、これまで整えてきたつながり

の中で、話題として取り上げていくことを確認した。 
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